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(57)【要約】
【課題】物品が反射または吸収する光量のコントラスト
比に基づいて、物品の特性を識別する。
【解決手段】光源から発せられた光を吸収または反射す
る材料である物品の一部分が、照らされる。物品が吸収
／反射する光量が計測される。物品が吸収／反射する光
量をデフォルトの吸収値または反射値と比較し、物品が
吸収／反射する光量とデフォルトの吸収値／反射値との
差を得ることで、吸収光／反射光のコントラスト比が求
められる。コントラスト比に基づいて物品の特性が判定
される。光源からの光の波長は、溶着プロセスによって
物品を形成した際に使用したエネルギの波長と実質的に
同じであることが可能であり、その溶着プロセスは、エ
ネルギを用いて少なくとも２つのパーツを接合し物品を
形成するものである。
【選択図】図９
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　方法であって、
　物品全体を光源で照らすステップを含み、
　　前記光源は、１ミクロン帯で発光するレーザであり、
　　前記光源は、前記物品の底部を通過するように発せられた光を反射するバックプレー
トを備え、
　　前記物品は、前記レーザが発する光の一部分を吸収する材料であり、
　前記方法はさらに、
　前記物品が吸収する光量をセンサで測定するステップを含み、前記物品が吸収する光量
は、前記物品によって反射されない光の量であり、
　前記方法はさらに、
　処理装置において、前記物品が吸収する光量をデフォルト吸収値と比較し、前記物品が
吸収する光量と前記デフォルト吸収値との差を得ることで、吸収光のコントラスト比を求
めるステップと、
　前記コントラスト比に基づいて前記物品の特性を前記処理装置で判定するステップと、
　前記物品の特性を表す通知をユーザに提供するステップと
　を含む、方法。
【請求項２】
　請求項１に記載の方法であって、前記デフォルト吸収値は、前記物品の第１の部分が吸
収する光量を表す値である、方法。
【請求項３】
　請求項２に記載の方法であって、前記物品が吸収する光量は、前記物品の第２の部分が
吸収する光量である、方法。
【請求項４】
　請求項３に記載の方法であって、前記コントラスト比は、前記物品の前記第１の部分が
吸収する光量と前記物品の前記第２の部分が吸収する光量との差である、方法。
【請求項５】
　請求項１に記載の方法であって、前記デフォルト吸収値は、前記物品に関連するデータ
ベース内の値である、方法。
【請求項６】
　請求項１に記載の方法であって、前記コントラスト比は、前記デフォルト吸収値と前記
物品が吸収する光量との相対差である、方法。
【請求項７】
　請求項１に記載の方法であって、前記物品の特性は、前記物品の種類、前記物品の形状
、または前記物品の材料である、方法。
【請求項８】
　請求項１に記載の方法であって、前記物品の特性は、前記物品が欠陥または不備を含む
かどうかを表すものである、方法。
【請求項９】
　請求項８に記載の方法であって、前記欠陥または前記不備は、前記物品の一部分の溶着
部における欠陥または不備である、方法。
【請求項１０】
　請求項８に記載の方法であって、
　前記コントラスト比が閾値を上回る場合、前記物品は前記欠陥または前記不備を含み、
　前記コントラスト比が前記閾値を下回る場合、前記物品は前記欠陥または前記不備を含
まない、方法。
【請求項１１】
　請求項１に記載の方法であって、前記物品は、前記物品の第２の部分に溶着された前記
物品の第１の部分を含む、方法。
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【請求項１２】
　請求項１に記載の方法であってさらに、前記物品の表面に光吸収性化合物を塗布するこ
とで前記コントラスト比を上昇させるステップを含む、方法。
【請求項１３】
　請求項１２に記載の方法であって、前記光吸収性化合物は赤外線（ＩＲ）インクである
、方法。
【請求項１４】
　請求項１２に記載の方法であって、前記光吸収性化合物は、前記物品の表面にスプレー
される、前記化合物の表面にペイントされる、または、前記物品の表面に薄膜として付着
される、方法。
【請求項１５】
　方法であって、
　物品の少なくとも一部分を光源で照らすステップを含み、前記物品は、前記光源が発す
る光の一部分を吸収または反射する材料であり、
　前記方法はさらに、
　前記物品が吸収または反射する光量をセンサで測定するステップと、
　処理装置において、前記物品が吸収または反射する光量をデフォルト吸収値または反射
値と比較し、前記物品が吸収または反射する光量と前記デフォルト吸収値または反射値と
の差を得ることで、吸収光または反射光のコントラスト比を求めるステップと、
　前記コントラスト比に基づいて前記物品の特性を前記処理装置で判定するステップと
　を含む、方法。
【請求項１６】
　請求項１５に記載の方法であって、前記光源は１ミクロン帯で発光するレーザである、
方法。
【請求項１７】
　請求項１５に記載の方法であって、前記光源は、前記物品の底部を通過するように発せ
られた光を反射するバックプレートを備える、方法。
【請求項１８】
　システムであって、
　物品と、
　前記物品に向けて光を発する光源と、
　前記物品の底部から発せられる光の少なくとも一部分を反射するように構成されたバッ
クプレートと、
　前記物品の接合部から反射される光の少なくとも一部分を測定する光センサと、
　前記光センサに接続された処理装置と、を備え、
　前記処理装置は、
　　前記物品が吸収または反射する光量を検出し、
　　前記物品が吸収または反射する光量をデフォルト吸収値または反射値と比較し、前記
物品が吸収または反射する光量と前記デフォルト吸収値または反射値との差を得ることで
、吸収光または反射光のコントラスト比を求め、
　　前記コントラスト比に基づいて物品の特性を判定する
　ように構成されている、
　システム。
【請求項１９】
　請求項１８に記載のシステムであって、前記コントラスト比は、前記物品の一部分に関
するものである、システム。
【請求項２０】
　請求項１８に記載のシステムであって、前記コントラスト比は、前記物品全体に関する
ものである、システム。
【請求項２１】
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　請求項１に記載の方法であって、前記物品は、エネルギを当てることによって接合され
た少なくとも２つのパーツから成る溶着された物品であり、前記エネルギの波長は、前記
光源から発せられた前記光の波長と実質的に同じである、方法。
【請求項２２】
　請求項２１に記載の方法であって、前記コントラスト比は、溶着性に関連して前記物品
の吸収特性を表す溶着性指数に相当する、方法。
【請求項２３】
　請求項２２に記載の方法であって、前記溶着性指数は、０～２５５のスケールのうちの
０～１３３の範囲内に属する任意のサブセット範囲を含み、前記溶着性指数が前記サブセ
ット範囲内に属する場合、前記物品は許容可能な溶着品質を有するとみなされる、方法。
【請求項２４】
　請求項１５に記載の方法であって、前記物品は、エネルギを当てることによって接合さ
れた少なくとも２つのパーツから成る溶着された物品であり、前記エネルギの波長は、前
記光源から発せられた前記光の波長と実質的に同じである、方法。
【請求項２５】
　請求項２４に記載の方法であって、前記コントラスト比は、溶着性に関連して前記物品
の吸収特性を表す溶着性指数に相当する、方法。
【請求項２６】
　請求項２５に記載の方法であって、前記溶着性指数は、０～２５５のスケールのうちの
０～１３３の範囲内に属する任意のサブセット範囲を含み、前記溶着性指数が前記サブセ
ット範囲内に属する場合、前記物品は許容可能な溶着品質を有するとみなされ、前記溶着
性指数が前記サブセット範囲から外れている場合、前記物品は許容不可能な溶着品質を有
するとみなされる、方法。
【請求項２７】
　請求項１８に記載のシステムであって、前記物品は、エネルギを当てることによって接
合された少なくとも２つのパーツから成る溶着された物品であり、前記エネルギの波長は
、前記光源から発せられた前記光の波長と実質的に同じである、システム。
【請求項２８】
　請求項２７に記載のシステムであって、前記コントラスト比は、溶着性に関連して前記
物品の吸収特性を表す溶着性指数に相当する、システム。
【請求項２９】
　請求項２８に記載のシステムであって、前記溶着性指数は、０～２５５のスケールのう
ちの０～１３３の範囲内に属する任意のサブセット範囲を含み、前記溶着性指数が前記サ
ブセット範囲内に属する場合、前記物品は許容可能な溶着品質を有するとみなされ、前記
溶着性指数が前記サブセット範囲から外れている場合、前記物品は許容不可能な溶着品質
を有するとみなされる、システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
（関連出願）
　本出願は、２０１９年１２月２６日に出願された米国仮特許出願第６２／９５３，７０
０に基づく優先権を主張するものであり、本出願において、当該米国仮特許出願の全体を
引用して援用する。
【０００２】
　本開示は、全般的に、溶着されたパーツの溶着性を判定する非破壊的方法と、それを実
施するためのシステムとに関する。
【背景技術】
【０００３】
　品質および美観を保証し且つ不具合のリスクを減少させるために、物品の使用前に、そ
の物品に対して検査プロセスが実施される。美的な性質の物品であれば、外観不良につい
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て検査する場合がある。機器の動作において不可欠な物品であれば、機器の動作中に当該
物品に生じる不具合を削減または排除する目的で、欠陥および欠損について検査する場合
がある。識別すべき欠陥または欠損が溶着接合部または溶着領域に関するものである場合
、従来のアプローチは破壊的である。従来のアプローチでは、溶着接合部にて物品を切断
またはスライスして溶着品質を目視で検査し、溶着接合部が最適ではないとみなされた場
合には、溶着設定を調整し、調整された溶着設定を用いて新たな一式のパーツを溶着し、
その新たな溶着接合部を切断および検査し、溶着品質が良好であるとみなされるまでこの
プロセスを繰り返す必要がある。このプロセスは、時間がかかるうえ、十分に訓練された
溶着検査員による主観的な査定を必要とするため、人的エラーが発生しやすく、また、専
門的な訓練および経験を要する。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本開示は、パーツの溶着品質または「溶着性」を客観的に査定してその特徴を明らかに
する非破壊的かつ非侵襲的な方法を提供する。その方法では、パーツを切断またはスライ
スすることはなく、人間の操作者が溶着性を目視で査定することを必要としない。パーツ
の溶着に用いたエネルギ（レーザエネルギなど）の波長に一致する波長の赤外光を溶着接
合部に当てることで、人間が介在することなくパーツの溶着性を客観的に比較できること
が見出されている。たとえば、１ｎｍのレーザを用いてパーツを溶着した場合、１ｎｍの
波長の赤外光を溶着接合部に当てることにより、撮像装置を用いて検出可能な吸収パター
ンまたは識別特性が生成され、吸収量を表すピクセル値は、パーツの溶着性についての指
数として用いることができる。有利なことに、溶着接合部の品質または溶着性が最適範囲
内になるまで溶着パラメータまたは設定を自動的に調整することが可能であり、最適範囲
内になった時点で、最適な溶着接合部の作成に用いた溶着パラメータを採用してそれ以降
に利用することができ、製造時にそれらの最適化された溶着パラメータを用いて複数セッ
トのパーツを溶着することで、再現性が高く確実に一貫性がある溶着接合部を作成するこ
とができる。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本開示の１つの態様によれば、方法は、物品全体を光源で照らすステップを含む。光源
は、１ミクロン帯で発光するレーザである。光源は、物品の底部を通過するように発せら
れた光を反射するバックプレートを備える。物品は、レーザが発する光の一部分を吸収す
る材料である。本方法はさらに、物品が吸収する光量をセンサで測定するステップを含む
。物品が吸収する光量は、物品によって反射されない光の量である。本方法はさらに、処
理装置において、物品が吸収する光量をデフォルト吸収値と比較し、物品が吸収する光量
とデフォルト吸収値との差を得ることで、吸収光のコントラスト比を求めるステップと、
コントラスト比に基づいて物品の特性を処理装置で判定するステップと、物品の特性を表
す通知をユーザに提供するステップとを含む。
【０００６】
　デフォルト吸収値は、物品の第１の部分が吸収する光量を表す値であることが可能であ
る。物品が吸収する光量は、物品の第２の部分が吸収する光量であることが可能である。
コントラスト比は、物品の第１の部分が吸収する光量と物品の第２の部分が吸収する光量
との差であり得る。デフォルト吸収値は、物品に関連するデータベース内の値であり得る
。コントラスト比は、デフォルト吸収値と物品が吸収する光量との相対差であり得る。物
品の特性は、物品の種類、物品の形状、または物品の材料であることが可能である。物品
の特性は、物品が欠陥または不備を含むかどうかを表すものであることが可能である。欠
陥または不備は、物品の一部分の溶着部における欠陥または不備であり得る。
【０００７】
　コントラスト比が閾値を上回る場合、物品は欠陥または不備を含む可能性があり、コン
トラスト比が閾値を下回る場合、物品は欠陥または不備を含まない。物品は、物品の第２
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の部分に溶着された物品の第１の部分を含むことができる。
【０００８】
　本方法はさらに、物品の表面に光吸収性化合物を塗布することでコントラスト比を上昇
させるステップを含むことができる。光吸収性化合物は、赤外線（ＩＲ）インクであるこ
とが可能である。光吸収性化合物は、物品の表面にスプレーすること、当該化合物の表面
にペイントすること、または物品の表面に薄膜として付着させることができる。
【０００９】
　本開示の別の態様によれば、方法は、物品の少なくとも一部分を光源で照らすステップ
を含む。物品は、光源が発する光の一部分を吸収または反射する材料である。本方法はさ
らに、物品が吸収または反射する光量をセンサで測定するステップと、処理装置において
、物品が吸収または反射する光量をデフォルト吸収値または反射値と比較し、物品が吸収
または反射する光量とデフォルト吸収値または反射値との差を得ることで、吸収光または
反射光のコントラスト比を求めるステップと、コントラスト比に基づいて物品の特性を処
理装置で判定するステップとを含む。
【００１０】
　光源は、１ミクロン帯で発光するレーザであり得る。光源は、物品の底部を通過するよ
うに発せられた光を反射するバックプレートを備えることができる。
【００１１】
　本開示のさらに別の態様によれば、システムは、物品と、物品に向けて光を発する光源
と、物品の底部から発せられる光の少なくとも一部分を反射するように構成されたバック
プレートと、物品の接合部から反射される光の少なくとも一部分を測定する光センサと、
光センサに接続された処理装置とを備える。処理装置は、物品が吸収または反射する光量
を検出し、物品が吸収または反射する光量をデフォルト吸収値または反射値と比較して物
品が吸収または反射する光量とデフォルト吸収値または反射値との差を得ることで、吸収
光または反射光のコントラスト比を求め、コントラスト比に基づいて物品の特性を判定す
るように構成されている。
【００１２】
　コントラスト比は、物品の一部分に関するものであり得る。コントラスト比は、物品全
体に関するものであり得る。物品は、エネルギを当てることによって接合された少なくと
も２つのパーツから成る溶着された物品であることが可能であり、当該エネルギの波長は
、光源から発せられた光の波長と実質的に同じであることが可能である。コントラスト比
は、溶着性に関連して物品の吸収特性を表す溶着性指数に相当することができる。溶着性
指数は、０～２５５のスケールのうちの０～１３３の範囲内に属する任意のサブセット範
囲を含むことができ、溶着性指数がそのサブセット範囲内に属する場合、物品は許容可能
な溶着品質を有するとみなされる。
【００１３】
　物品は、エネルギを当てることによって接合された少なくとも２つのパーツから成る溶
着された物品であることが可能であり、当該エネルギの波長は、光源から発せられた光の
波長と実質的に同じであり得る。コントラスト比は、溶着性に関連して物品の吸収特性を
表す溶着性指数に相当することができる。溶着性指数は、０～２５５のスケールのうちの
０～１３３の範囲内に属する任意のサブセット範囲を含むことができ、溶着性指数がその
サブセット範囲内に属する場合、物品は許容可能な溶着品質を有するとみなされ、溶着性
指数がそのサブセット範囲内から外れている場合、物品は許容不可能な溶着品質を有する
とみなされる。
【００１４】
　本開示は、以下に記載の詳細な説明と、本開示の様々な実施形態を示す添付の図面とか
ら、より十分に理解される。ただし、それらの実施形態は、本開示を具体的な実施形態に
限定するものではないと認識されるべきであり、説明および理解のみを目的とするもので
ある。
【図面の簡単な説明】
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【００１５】
【図１】一実施形態による欠陥識別システムを示す図である。
【図２】物品に複数の透過性パーツが含まれる、一実施形態による図１の欠陥識別システ
ムを示す図である。
【図３】物品に光吸収性材料が含まれる、一実施形態による図１の欠陥識別システムを示
す図である。
【図４】光源が物品内に位置し、物品を透過した光を反射および／または吸収するバック
プレートを備える、一実施形態による図１の欠陥識別システムを示す図である。
【図５】円錐形ミラーを備える、一実施形態による図１の欠陥識別システムを示す図であ
る。
【図６】光源が光センサに設置されている、一実施形態による図１の欠陥識別システムを
示す図である。
【図７】物品が物品の第１の部分と物品の第２の部分との間に光吸収性化合物を含む、一
実施形態による図１の欠陥識別システムを示す図である。
【図８】物品の上面に光吸収性化合物が含まれる、一実施形態による図１の欠陥識別シス
テムを示す図である。
【図９】一実施形態による物品の欠陥識別方法を示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　ここに開示される、物品によるスペクトル吸収を測定するシステムおよび方法は、以下
の詳細な説明を図面と併せて読むことにより、よりよく理解される。詳細な説明および図
面は、単に、ここで説明される様々な実施形態の実施例を提示するものである。当業者で
あれば、ここで説明される実施形態の範囲から逸れることなく、開示された実施例を変更
、修正、および改変することができると理解するであろう。様々な用途および設計上の考
慮点のために、多様な変形例が想定される。しかし、記載を簡潔にするために、以下の詳
細な説明では、想定される全ての変形例を個別に説明することはしない。
【００１７】
　以下の詳細な説明において、スペクトル吸収を測定する様々なシステムおよび方法の実
施例を提示する。複数の実施例における関連特徴は、同一または類似である場合があり、
あるいは、異なる実施例において非類似である場合がある。記載を簡潔にするために、関
連特徴は、各実施例で重複して説明することはしない。その代わりに、関連する特徴名を
使用することで、その関連する特徴名を有する特徴が、以前に説明した実施例における関
連特徴に類似し得ることを、読者に知らせる。ある実施例に特有の特徴については、その
特定の実施例において説明する。いずれの特徴も、いずれかの図または実施例における関
連特徴についての具体的な描写と同じまたは類似である必然性はないと、読者は理解すべ
きである。
【００１８】
　様々な用途に使用される物品に対して、使用前に検査プロセスを実施する場合がある。
たとえば、美的な性質の物品であれば、物品の品質管理を確実にするために、外観不良に
ついて検査する場合がある。機器の動作において不可欠な物品であれば、機器の動作中に
当該物品に生じる不具合を削減または排除する目的で、欠陥および欠損について検査する
場合がある。溶着または接着によって接合された物品は、溶着または接着プロセスの後に
、溶着部および物品の完全性を検証するために検査する場合がある。
【００１９】
　物品の検査には、様々なプロセスがある。一例では、物品の表面の欠陥を識別するため
に、個人が物品を目視で検査することがある。別例では、光学システムで光センサを用い
て物品の画像データを取得し、ソフトウェアの分析プログラムを使用して物品を検査する
ことがある。物品の検査の精度は、環境条件によって変動する場合がある。たとえば、物
品を検査する環境の照明条件が、物品の検査の精度を変動させることがある。照明レベル
が低い場合、物品の欠陥が不可視であることがある。照明が明るい場合、物品の欠陥が光



(8) JP 2021-105605 A 2021.7.26

10

20

30

40

50

によって白飛びしてしまうことがある。
【００２０】
　また、光の照射パターンも、物品の検査精度を変動させることがある。たとえば光が、
物品の凹面または凸面などの表面を不均一に照らす場合、物品の欠陥が不可視であるか識
別されないことがある。さらに、物品のサイズおよび形状が変化するにつれて、物品の検
査の精度も変動する場合がある。物品の検査の精度のバラつきは、検査で合格とされた物
品における欠陥および不具合の増加につながる可能性がある。
【００２１】
　ここで説明される実施形態は、欠陥の検出のために物品のスペクトル吸収を測定するシ
ステムおよび方法を提供することで、上述の問題点の解決に取り組む。物品のスペクトル
吸収を測定するシステムおよび方法は、光源からの光を誘導し物品を所望のレベルで照ら
すための光ガイドを備える場合がある。一例では、光ガイドは、光源からの光を拡散また
は分散させて、物品または物品の一部分が均等に照らされるようにすることがある。別例
では、光ガイドは、光源からの光を集束させて、物品の一部分が照らされるようにするこ
とがある。光ガイドは、環境の変化、ならびに／あるいは、物品のサイズまたは形状の多
様性に起因する検査の条件変動を削減または排除することにより、物品検査の精度を向上
させることがある。また、物品のスペクトル吸収を測定するシステムおよび方法は、物品
からの光の吸収および／または反射を測定するための光センサをも備える場合がある。物
品のスペクトル吸収を測定するシステムおよび方法はさらに、反射光または吸収光のピク
セル勾配値を求めて物品が欠陥を含むかどうかを識別する処理装置をも備える場合がある
。
【００２２】
　図１は、一実施形態による欠陥識別システム１００を示す。欠陥識別システム１００は
、物品の光特性を検出して物品１０６における欠陥を識別するように構成されることがあ
る。光特性には、物品１０６の光吸収特性が含まれる場合がある。一実施形態では、物品
１０６は、光の様々な波長を吸収する１つまたは複数のポリマを含むことがある。一例で
は、欠陥識別システム１００は、樹脂材料を含む物品１０６の光特性を測定して物品１０
６における欠陥を識別するために、樹脂の供給業者が使用し得る。欠陥識別システム１０
０は、１つの物品１０６、あるいは、１ロットまたは１グループの物品１０６における欠
陥の識別に用いられることがある。一例では、物品１０６は、射出成形および／またはサ
ンプル試験のために使用されるカスタムまたは独自のコンパウンド済みポリマである場合
があり、欠陥識別システム１００は、当該カスタムまたは独自のコンパウンド済みポリマ
における欠陥の識別に用いられる場合がある。
【００２３】
　欠陥識別システム１００は、光源１０２と、バックプレート１０４と、物品１０６と、
光センサ１０８とを備えることがある。光源１０２は、１つまたは複数の照明要素１１０
を含む場合がある。一例では、照明要素１１０は、白熱電球、ハロゲン電球、フルスペク
トル光源、または蛍光電球である場合がある。別の実施形態では、照明要素１１０は、発
光ダイオード（ＬＥＤ）、ハロゲンランプ、紫外線ランプ、コンパクト形蛍光ランプ（Ｃ
ＦＬ）、レーザ、赤外線ランプなどであり得る。照明要素１１０は、規定の波長または波
長スペクトルにて光を照射することができる。一実施形態では、光は、３５０ナノメート
ル（ｎｍ）～４５０ｎｍの範囲の波長スペクトルを有する低域紫外線または高域紫外線で
ある場合がある。別の実施形態では、光は、７５０ｎｍ～１０００ｎｍの範囲の波長スペ
クトルを有する近赤外線である場合がある。別の実施形態では、光は、９５０ｎｍ～１１
００ｎｍの範囲内などである１ミクロン帯レーザ光である場合がある。別の実施形態では
、光は、１７００ｎｍ～２０００ｎｍの範囲の波長スペクトルを有する赤外線である場合
がある。別の実施形態では、光は、水によって吸収される波長である１５５０ｎｍなどの
、単一波長の光である場合がある。非破壊的手法によって識別すべき欠陥または欠損が溶
着接合部または溶着領域である場合、赤外線の波長として、溶着部の形成に使用されたエ
ネルギの波長と同じまたは実質的に同じ波長を選択することができる。たとえば、一方の
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パーツが透明（レーザ透過性）で他方のパーツが不透明（レーザ吸収性）であり、且つ、
それらのパーツが９６０ｎｍレーザ（１ミクロン帯レーザとも呼ばれる）を用いて溶着さ
れている場合、赤外線の波長として、９６０ｎｍ、または９６０ｎｍと実質的に同じ波長
（たとえば、９６０ｎｍ±１％、±５％、または±１０％以内）が選択される。溶着部の
形成に使用されたエネルギの波長を、溶着部の照明に使用される光エネルギ（たとえば赤
外線）と一致させることは、溶着部の品質を可視化する非破壊的手法であり、それはたと
えば、吸収光に基づく溶着部のピクセル値を査定することによる手法である。パーツの溶
着性を確認するうえで、パーツの切断を必要としない。
【００２４】
　一実施形態では、光源１０２が、検査のために物品１０６を照らすことがある。一例で
は、物品１０６は、樹脂供給業者からの物品であって、レーザ吸収性物品のマスターバッ
チの一部分であり、物品１０６のレーザ吸収性および／またはレーザ透過性のレベルの測
定に使用されるものである場合がある。後述するように、欠陥識別システム１００は、物
品１０６が溶着される前（溶着前とも呼ばれる）または物品１０６が溶着された後（溶着
後とも呼ばれる）に、物品１０６の吸収性および／または透過性についての物品１０６の
検査に使用され得る。たとえば、溶着前の物品１０６を検査して、物品１０６におけるレ
ーザプラスチック溶着の実現性を判定することができる。一実施形態では、欠陥識別シス
テム１００は、物品１０６のパーツが全部そろった集合体をレーザ溶着のために検査する
場合がある。別の実施形態では、欠陥識別システム１００は、物品１０６の個別のパーツ
または部分を検査する場合がある。別の実施形態では、欠陥識別システム１００は、マス
ターバッチにおける、あるサンプル数の透過性物品１０６を検査する場合がある。別の実
施形態では、欠陥識別システム１００は、物品１０６のプレコンパウンド済みポリマまた
は原料ポリマを検査する場合がある。別の実施形態では、欠陥識別システム１００は、ド
ープされた物品１０６を検査する場合がある。後述するように、ドープされた物品１０６
は、ガラス充填材、繊維充填材、着色化合物、吸収剤化合物、すす化合物などの化合物で
ドープされたポリマ物品であり得る。
【００２５】
　光源１０２は、バックプレート１０４および／または物品１０６に向けて光を発するこ
とがある。一例では、バックプレート１０４および／または物品１０６は、光の少なくと
も一部分を反射する場合がある。別例では、バックプレート１０４および／または物品１
０６は、光の少なくとも一部分を吸収する場合がある。一例では、バックプレート１０４
はライトテーブルであることがある。別例では、バックプレート１０４が光を反射する場
合、バックプレート１０４は白色のプラスチック材料であり得る。別例では、バックプレ
ート１０４が光を吸収する場合、バックプレート１０４は黒色のプラスチック材料であり
得る。別例では、バックプレート１０４の反射性および／または吸収性を調整して所望の
光反射特性または光吸収特性を得るために、バックプレート１０４を他の色および／また
は材料にする場合がある。
【００２６】
　一実施形態では、物品１０６は透過性材料であることがある。別の実施形態では、物品
１０６は吸収性材料であることがある。一例では、バックプレート１０４が光を反射する
反射性材料であり、物品１０６が透過性材料である場合がある。別の実施形態では、物品
１０６は、透き通った材料、部分的に透き通った材料、不透明に見える材料、または色付
きに見える材料である場合がある。
【００２７】
　一実施形態では、バックプレート１０４は、物品１０６から隔てられていることがある
。一例では、バックプレート１０４は、物品１０６に当接していることがある。別例では
、バックプレート１０４は、間隙によって物品１０６から隔てられている場合がある。別
の実施形態では、バックプレート１０４は、接合部１１２によって物品１０６に接合され
ている場合がある。たとえば、バックプレート１０４は、レーザ溶着、超音波溶着、糊付
け、溶剤接着、ホットプレート溶着、赤外線溶着などによって物品１０６に接合され得る
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。たとえば、レーザ溶着では、レーザ光線を用いて集中した熱源を得ることで、バックプ
レート１０４と物品１０６との間に、細くて深い溶着部を形成し且つ高い溶着速度を達成
することができる。レーザ溶着は、自動車産業などの、オートメーションを用いた大量用
途において使用されることがある。
【００２８】
　たとえば、接合部１１２またはバックプレート１０４または物品１０６は、光源１０２
からの光の少なくとも一部分を、光センサ１０８に向けて反射する場合がある。光センサ
１０８は、接合部１１２、バックプレート１０４、または物品１０６が反射した光量を測
定することがある。一例では、光センサ１０８は、光スペクトル全体にわたって反射され
た光を測定できるフルスペクトル光センサであり得る。別例では、光センサ１０８は、あ
る光スペクトル範囲内で反射された、光の一部分を測定する場合がある。別例では、光セ
ンサ１０８は、スチルカメラ、ビデオカメラ、赤外線センサなどであり得る。
【００２９】
　光センサ１０８は、処理装置１１４に接続している場合がある。光センサ１０８は、光
測定情報を処理装置１１４に送ることがある。処理装置１１４は、光測定情報を分析して
、接合部１１２、バックプレート１０４、または物品１０６に欠陥または欠損がある可能
性があるかを判定する場合がある。一例では、処理装置１１４が物品１０６において欠陥
または欠損を検出した場合、処理装置１１４はユーザに警告通知を送ることがあり、それ
はたとえば、ディスプレイまたはユーザインタフェースに警告を表示すること、あるいは
、別の装置に通知を通信することによって実施される。別例では、処理装置１１４が物品
１０６において欠陥または欠損を検出しない場合、処理装置１１４はユーザに承認通知を
送ることがあり、それはたとえば、ディスプレイまたはユーザインタフェースにメッセー
ジを表示すること、あるいは、別の装置に通知を通信することによって実施される。
【００３０】
　一例では、処理装置１１４は、光測定値を予め定められた測定値と比較して、物品１０
６が吸収する光量が、欠陥または欠損が無いことを表す許容範囲内であるかどうかを判定
する場合がある。物品１０６が吸収する光量が許容範囲内である場合、処理装置１１４は
承認通知を送ることがある。物品１０６が吸収する光量が許容範囲内でない場合、処理装
置１１４はエラー通知を送ることがある。別例では、処理装置１１４は、接合部１１２、
バックプレート１０４、および／または物品１０６の別々の部分同士を比較して、別々の
部分間のコントラストレベルを求める場合がある。コントラストレベルが許容範囲内であ
る場合、処理装置１１４は承認通知を送ることがある。コントラストレベルが許容範囲内
でない場合、処理装置１１４はエラー通知を送ることがある。
【００３１】
　一例では、欠陥識別システム１００は、光吸収特性および／または光透過特性について
、接合部を含むポリマ物品および／または未接合のポリマ物品を検査するために使用され
得る。物品は、レーザ溶着のためのパーツが全部そろった集合体（溶着済みまたは未溶着
）、物品１０６の個別のパーツ、材料のサンプルチップまたはマスターバッチ、プレコン
パウンド済みポリマまたは原料ポリマ、あるいは、ガラス／繊維充填材、着色剤、吸収剤
、すすなどの任意の化合物でドープされたポリマである場合がある。
【００３２】
　図２は、物品１０６に複数の透過性パーツが含まれる、一実施形態による図１の欠陥識
別システム１００を示す。図２のいくつかの特徴は、別段明記されていない限り、図１に
おいて同じ符号で示すいくつかの特徴と同一または類似である。一実施形態では、物品１
０６は、第１の部分１０６ａと第２の部分１０６ｂとを含むことがある。
【００３３】
　一例では、第１の部分１０６ａおよび／または第２の部分１０６ｂは、光の少なくとも
一部分を反射することがある。別例では、第１の部分１０６ａおよび／または第２の部分
１０６ｂは、光の少なくとも一部分を吸収することがある。一実施形態では、第１の部分
１０６ａおよび／または第２の部分１０６ｂは、透過性材料であり得る。別の実施形態で



(11) JP 2021-105605 A 2021.7.26

10

20

30

40

50

は、第１の部分１０６ａおよび／または第２の部分１０６ｂは、吸収性材料であり得る。
一例では、第１の部分１０６ａが透過性材料であり、第２の部分１０６ｂが透過性材料で
ある場合がある。別例では、第１の部分１０６ａが透過性材料を含み、第２の部分１０６
ｂが吸収性材料である場合がある。別例では、第１の部分１０６ａが吸収性材料を含み、
第２の部分１０６ｂが透過性材料である場合がある。別例では、第１の部分１０６ａが吸
収性材料を含み、第２の部分１０６ｂが吸収性材料である場合がある。
【００３４】
　一例では、第１の部分１０６ａが第２の部分１０６ｂに接合していることがある。たと
えば、第１の部分１０６ａは、レーザ溶着、超音波溶着、糊付け、溶剤接着、ホットプレ
ート溶着、赤外線溶着などによって第２の部分１０６ｂに接合されている場合がある。た
とえば、レーザ溶着では、レーザ光線を用いて集中した熱源を得ることで、第１の部分１
０６ａと第２の部分１０６ｂとの間に、細くて深い溶着部を形成し且つ高い溶着速度を達
成することができる。レーザ溶着は、自動車産業などの、オートメーションを用いた大量
用途において使用されることがある。
【００３５】
　上記接合手法によって、第１の部分１０６ａと第２の部分１０６ｂとが接合された接合
部１１６が形成されることがある。一例では、光源１０２が、検査のために接合部１１６
を照らす場合がある。別例では、光源１０２は、検査のために、第１の部分１０６ａおよ
び／または第２の部分１０６ｂの少なくとも一部分を照らす場合がある。
【００３６】
　たとえば、接合部１１６、第１の部分１０６ａ、第２の部分１０６ｂ、接合部１１２、
および／またはバックプレート１０４は、光源１０２からの光の少なくとも一部分を光セ
ンサ１０８に向けて反射することがある。光センサ１０８は、処理装置１１４に接続して
いる場合がある。上述したように、光センサ１０８は、光測定情報を処理装置１１４に送
ることがある。処理装置１１４は、光測定情報を分析して、物品１０６の接合部１１６、
第１の部分１０６ａ、または第２の部分１０６ｂに欠陥または欠損がある可能性があるか
を判定する場合がある。一例では、処理装置１１４が物品１０６において欠陥または欠損
を検出した場合、処理装置１１４はユーザに警告通知を送ることがあり、それはたとえば
、ディスプレイまたはユーザインタフェースに警告を表示すること、あるいは、別の装置
に通知を通信することによって実施される。別例では、処理装置１１４が物品１０６にお
いて欠陥または欠損を検出しない場合、処理装置１１４はユーザに承認通知を送ることが
あり、それはたとえば、ディスプレイまたはユーザインタフェースにメッセージを表示す
ること、あるいは、別の装置に通知を通信することによって実施される。
【００３７】
　一例では、処理装置１１４は、光測定値を予め定められた測定値と比較して、物品１０
６が反射した光量が、欠陥または欠損が無いことを表す許容範囲内であるかどうかを判定
する場合がある。光測定値が許容範囲内である場合、処理装置１１４は承認通知を送るこ
とがある。光測定値が許容範囲内でない場合、処理装置１１４はエラー通知を送ることが
ある。別例では、処理装置１１４は、接合部１１６、第１の部分１０６ａ、および／また
は第２の部分１０６ｂの別々の部分同士を比較して、別々の部分間のコントラストレベル
を求める場合がある。コントラストレベルが許容範囲内である場合、処理装置１１４は承
認通知を送ることがある。コントラストレベルが許容範囲内でない場合、処理装置１１４
はエラー通知を送ることがある。欠陥または欠損が、２つのパーツを接合している溶着部
における欠損である場合、コントラストレベルは溶着性指数に相当する可能性がある。溶
着性指数とは、ピクセル値などの値であって、溶着性に関連してパーツの赤外線吸収特性
を表す。溶着性指数は、いくつかの実施形態では、０～２５５のスケール（グレースケー
ル）のうちの０～１３３の範囲内に属するか、あるいは、０～１３３のうちの任意の範囲
に属することができる。この範囲の外の、たとえば１３４～２５５の溶着性指数を有する
パーツは、許容範囲に属さないとみなされることができ、処理装置１１４はエラー通知を
送ることが可能である。
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【００３８】
　図３は、物品１０６に光吸収性材料が含まれる、一実施形態による図１の欠陥識別シス
テム１００を示す。図３のいくつかの特徴は、別段明記されていない限り、図１および図
２において同じ符号で示すいくつかの特徴と同一または類似である。一実施形態では、物
品１０６は、光源１０２からの光の第１の部分を吸収し且つ光源１０２からの光の第２の
部分を反射する光吸収性材料である場合がある。一例では、光源１０２からの光波の第１
の部分は、物品１０６の一部分のみを通過した後に吸収され、光源１０２からの光波の第
２の部分は、物品１０６の一部分のみを通過した後に反射されることがある。この例では
、光波はバックプレート１０４に到達せず、光センサ１０８が受光する全ての光波は直接
物品１０６によって反射されるものである場合がある。別例では、光源１０２からの光波
の第１の部分は、物品１０６を通過した後にバックプレート１０４によって吸収または反
射され、光源１０２からの光波の第２の部分は、物品１０６の一部分のみを通過した後に
吸収され、光源１０２からの光波の第３の部分は、物品１０６の一部分のみを通過した後
に反射されることがある。この例では、光センサ１０８が受光する光波は、直接物品１０
６によって反射される。
【００３９】
　図４は、光源１０２が物品１０６内に位置し、物品１０６中を伝搬する光を反射および
／または吸収するバックプレート１０４を備える、一実施形態による図１の欠陥識別シス
テム１００を示す。図４のいくつかの特徴は、別段明記されていない限り、図１～図３に
おいて同じ符号で示すいくつかの特徴と同一または類似である。
【００４０】
　物品１０６は、空洞部４０２を含むことがある。空洞部４０２は、物品１０６内部に空
いた空間である場合がある。光源１０２は、空洞部４０２内に収まる形状であり得る。一
例では、光源１０２は、接合部１１２の近傍または物品１０６の表面の近傍に配置される
ことがある。
【００４１】
　一実施形態では、光源１０２が物品１０６の空洞部内に配置されている場合、光源１０
２は、バックプレート１０４、物品１０６、および／または物品１０６の接合部１１２の
一部分に、光源１０２からの光を拡散または集束させることがある。別の実施形態では、
光源１０２が物品１０６の空洞部内に配置されている場合、光が、光源１０２から拡散し
て実質的に物品１０６全体を照らすことがある。一例では、物品１０６は、円筒形、四角
形、長方形、または他の形状であり得る。別例では、物品１０６は、第１の部分１０６ａ
と第２の部分１０６ｂとを含む場合がある。一実施形態では、第１の部分１０６ａが、第
２の部分１０６ｂ内に挿入または収容されていることがある。別の実施形態では、第１の
部分１０６ａが、第２の部分１０６ｂに接着または溶着されていることがある。光センサ
１０８は、処理装置１１４による分析のために、物品１０６を透過する光量を測定する場
合がある。
【００４２】
　一実施形態では、光源１０２が空洞部４０２内に配置されている場合、欠陥識別システ
ム１００の光センサ１０８および処理装置１１４は、円周溶着部を検出するように構成さ
れることが可能である。たとえば、光センサ１０８および／またはバックプレート１０４
が物品１０６を照らすにつれて、光センサ１０８および処理装置１１４は、物品１０６の
円周画像を取得することがある。一例では、光センサ１０８が物品１０６の円周画像を取
得できるように、物品１０６が軸周りに回転する場合がある。別例では、光センサ１０８
が物品１０６の円周画像を取得できるように、光センサ１０８が軸周りに回転する場合が
ある。一実施形態では、円周画像は、物品１０６の連続像であり得る。別の実施形態では
、円周画像は複数の画像を含むことがあり、処理装置１１４がそれらの複数の画像を連結
、集合、または合体させることで、円周溶着部の全貌図が生成され得る。処理装置１１４
は、円周画像を分析して、円周溶着部における異常または欠陥を識別する場合がある。
【００４３】
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　図５は、円錐形ミラー５０２を備える、一実施形態による図１の欠陥識別システム１０
０を示す。図５のいくつかの特徴は、別段明記されていない限り、図１～図４において同
じ符号で示すいくつかの特徴と同一または類似である。
【００４４】
　欠陥識別システム１００は、図４においてと同様に、光源１０２と、物品１０６の空洞
部４０２内に配置された光ガイド５０６とを備える場合がある。光ガイド５０６は、光源
１０２からの光を誘導して物品１０６を所望のレベルで照らすことがある。一例では、光
ガイド５０６は、物品１０６または物品１０６の一部分が均等に照らされるように、光源
１０２からの光を拡散または分散させる場合がある。別例では、光ガイド５０６は、物品
１０６の一部分が照らされるように、光源１０２からの光を集束させる場合がある。光ガ
イド５０６は、環境の変化、ならびに／あるいは、物品１０６のサイズまたは形状の多様
性に起因する検査の条件変動を削減または排除することにより、物品検査の精度を向上さ
せることがある。
【００４５】
　一実施形態では、光源１０２、光ガイド５０６、および物品１０６は、円錐形ミラー５
０２の空洞部５０４内に配置される場合がある。空洞部５０４は、円錐形ミラー５０２に
おける窪み、溝、または凹部であり得る。一例では、空洞部５０４は、円錐形ミラー５０
２の中央部の中心に位置することがある。一例では、円錐形ミラー５０２は、円錐形の凹
状ミラーであり得る。光が物品１０６から発せられて光ガイド５０６および物品１０６を
通過してくるにつれて、円錐形ミラー５０２は、光を光センサ１０８に向けて反射する場
合がある。円錐形ミラー５０２は、光を反射して、光センサ１０８が受光する光量を増大
させことがある。光センサ１０８が受光する光量が増大すると、物品１０６において欠陥
および欠損を検知するために処理装置１１４が使用する光測定値の精度が向上する可能性
がある。
【００４６】
　図６は、光源６０２が光センサ１０８に設置されている、一実施形態による図１の欠陥
識別システム１００を示す。図６のいくつかの特徴は、別段明記されていない限り、図１
～図５において同じ符号で示すいくつかの特徴と同一または類似である。光源６０２は、
上述の光源１０２と同じ特性を有し得る。光源６０２は、光センサ１０８に設置される場
合がある。一実施形態では、光源６０２が光センサ１０８に直付けされることがある。別
の実施形態では、光源６０２が光センサ１０８の近傍かつ下方に配置されることがある。
たとえば、光源６０２は、単一の環状光源または環状に配置された複数の光源を備えるリ
ングライトである場合がある。光センサ１０８は、リングライトの中央または中心に位置
することがある。光源６０２は、物品１０６の影を取り除くように光を物品１０６に拡散
する場合がある。それに続いて、光センサ１０８は、物品１０６が吸収した光を検知して
、物品１０６における欠陥または異常を識別する場合がある。
【００４７】
　図７は、物品１０６が物品１０６の第１の部分１０６ａと物品１０６の第２の部分１０
６ｂとの間に光吸収性化合物７０２を含む、一実施形態による図１の欠陥識別システム１
００を示す。図７のいくつかの特徴は、別段明記されていない限り、図１～図６において
同じ符号で示すいくつかの特徴と同一または類似である。
【００４８】
　一実施形態では、光吸収性化合物７０２は、物品１０６の表面に塗布されていることが
ある。一例では、物品１０６が第１の部分１０６ａと第２の部分１０６ｂとを含む場合、
光吸収性化合物７０２は、第１の部分１０６ａと第２の部分１０６ｂとの間に塗布されて
いる場合がある。光吸収性化合物７０２は、赤外線（ＩＲ）インクまたはＩＲペイントで
あり得る。一例では、光吸収性化合物７０２は、物品１０６の第１の部分１０６ａおよび
／または第２の部分１０６ｂの材料よりも多くの光量を吸収することで、物品１０６の欠
陥または異常と、物品１０６の他の部分の材料または溶着部との間のコントラスト比を増
大させる場合がある。光吸収性化合物７０２は、スプレー、ペイント、フィルムなどによ
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って、第１の部分１０６ａおよび／または第２の部分１０６ｂに塗布されることができる
。一例では、物品１０６の欠陥または異常と、物品１０６の他の部分の材料または溶着部
との間のコントラスト比が増大すると、処理装置１１４は、以下に説明するように、欠陥
または異常を材料および／または溶着部の正常画像のライブラリまたはデータベースと比
較した際に、欠陥または異常をより正確に識別する可能性がある。
【００４９】
　別例では、処理装置１１４は、光吸収性化合物７０２が反射した光を分析することで、
光吸収性化合物７０２が物品１０６適切に塗布されているかどうかを判定する場合がある
。光吸収性化合物７０２が第１の吸収レベルを有する領域である物体１０６の第１の領域
または部分と、光吸収性化合物７０２が第１の吸収レベルとは異なる第２の吸収レベルを
有する領域である物体１０６の第２の領域または部分とが存在する場合、処理装置１１４
は、光吸収性化合物７０２が均一または適切に塗布されなかったと判定することがある。
【００５０】
　図８は、物品１０６の上面に光吸収性化合物７０２が含まれる、一実施形態による図１
の欠陥識別システム１００を示す。図８のいくつかの特徴は、別段明記されていない限り
、図１～図７において同じ符号で示すいくつかの特徴と同一または類似である。上述のと
おり、光吸収性化合物７０２は、物品１０６の任意の表面に塗布され得る。物品１０６が
単一の材料または一体化した物品である場合、光吸収性化合物７０２は、物品１０６の上
面または底面などの表面に塗布されることがある。光吸収性化合物７０２が物品１０６の
表面に塗布されている場合、物品１０６の表面の欠陥または異常と、物品１０６の正常な
材料または溶着部との間のコントラスト比が増大し、欠陥または異常を識別する処理装置
１１４の精度が向上することがある。
【００５１】
　図９は、一実施形態による物品１０６の欠陥を識別する方法を示すフローチャート９０
０を表す。図９のいくつかの特徴は、別段明記されていない限り、図１～図８において同
じ符号で示すいくつかの特徴と同一または類似である。本方法は、光源を用いて物品の少
なくとも一部分を照らすステップ（ブロック９０２）を含むことがある。一実施形態では
、物品は、照らされるにつれて、光源からの光を吸収または反射する場合がある。一例で
は、物品に不備または欠陥が存在しない場合、物品全体がほぼ同じ吸収レベルにて光を吸
収することがある。別例では、物品に不備または欠陥が存在しない場合、物品全体がほぼ
同じ反射レベルにて光を反射することがある。別例では、物品の第１の部分が第１のレベ
ルにて光を吸収または反射し、物品の第２の部分が第２のレベルにて光を吸収または反射
する場合がある。一例では、物品が２つの物品を単一の物品に連結または結合する溶着部
を有する場合、物品の第１の部分は、溶着されていない材料であって第１のレベルにて光
を吸収または反射し、物品の第２の部分は、物品が溶着された溶着部であって第２のレベ
ルにて光を吸収または反射することがある。溶着部は、物品を構成する２つのパーツにレ
ーザエネルギなどのエネルギを当てることで形成されることができる。そのエネルギの波
長は、光源からの光の波長と実質的に同じ（たとえば互いの±１～１５％以内）であり得
る。それらの波長が一致している場合、人間による主観的な解釈を用いずに溶着部の品質
を機械によって確実かつ客観的に判定できることが見出されている。
【００５２】
　別例では、物品が不備または欠陥を含む場合、物品の第１の部分が、物品において不備
または欠陥を含まないパーツであり、物品の第２の部分が、物品において不備または欠陥
を含むパーツである場合がある。この例では、不備または欠陥は、不備または欠陥を含ま
ないパーツとは異なるレベルで光を吸収または反射することがある。別例では、物品の第
１の部分および第２の部分が、溶着部の別々の部分である場合がある。溶着部に不備、欠
陥、または弱点が無い良好な溶着部である場合、物品の第１の部分および第２の部分は同
レベルにて光を吸収または反射することがある。溶着部に不備、欠陥、または弱点がある
不良な溶着部である場合、物品の第１の部分および第２の部分は異なるレベルにて光を吸
収または反射することがある。上述のとおり、溶着部の品質は、溶着性指数として表すこ
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とができる。溶着性指数は、いくつかの実施形態では、０～２５５のスケール（たとえば
グレースケール）のうちの０～１３３の範囲内であるか、あるいは、０～１３３のうちの
任意のサブセット範囲内（たとえば０～１２５または０～１３０）であることが可能であ
る。良好／不良な溶着部品質を規定する正確な閾値は、当業者が認識するであろう外部要
件に基づくことができ、それらの外部要件とは、溶着される物品の種類、その用途、顧客
のニーズなどである。この閾値は、用途または顧客のニーズに基づいて、照明装置の操作
者が簡単に変更できるものである。
【００５３】
　本方法は、物品が反射する光量をセンサで測定するステップ（ブロック９０４）を含む
ことがある。一例では、センサは、物品が反射する光量を測定する光学センサであり得る
。反射光量は、物品によって吸収されない光の量である場合がある。別例では、センサは
、物品が吸収する光量を測定する光学センサであり得る。吸収光量は、物品によって反射
されない光の量である場合がある。本方法は、物品の少なくとも一部分について、反射光
のピクセル勾配値またはコントラスト比を検出するステップ（ブロック９０６）を含むこ
とがある。一例では、処理装置が、物品の別々の箇所において反射または吸収された光量
を表す画像をセンサから受け取る場合がある。処理装置は、物品の別々の箇所における反
射光量同士を比較することで、別々の箇所間のコントラスト比（または溶着性指数）を求
める場合がある。一実施形態では、処理装置は、２箇所における反射レベルの差の絶対値
を算出することでコントラスト比（または溶着性指数）を求める場合がある。別の実施形
態では、処理装置は、２箇所における反射レベルの相対差を算出することでコントラスト
比（または溶着性指数）を求める場合がある。
【００５４】
　別の実施形態では、処理装置は、物品または物品の一部分に関する所望またはデフォル
トの反射レベルまたは吸収レベルについてのデータベースにアクセスするか、またはその
ようなデータベースを記憶していることがある。一例では、データベースは、物品の様々
な種類、物品の様々な形状、物品の様々な材料、物品の様々な部位などの物品の様々なデ
フォルト特性に関する複数の反射レベル値および／または吸収レベル値を含む場合がある
。一例では、センサは、センサによるセンサ測定値を用いて物品のデフォルト特性を検出
することがある。たとえば、センサは、物品の色を検出することで物品のデフォルト特性
を選択する光学センサである場合がある。別例では、センサは、物品の寸法情報を測定す
ることで物品のデフォルト特性を選択することがある。別例では、処理装置が、タッチパ
ネル、キーボード、マウスなどの入力装置からデフォルト特性を受け取る場合がある。別
例では、デフォルト特性は、光源の下方に物品が無くて光がバックプレートから反射して
直接にセンサに至る状態で取得された測定値である場合がある。処理装置は、データベー
ス内の所望の反射レベルまたは所望の吸収レベルと、センサによる測定反射レベルまたは
測定吸収レベルとの差を検出することで、コントラスト比を求めることがある。
【００５５】
　一実施形態では、本方法は、コントラスト比に基づいて物品の特性を判定するステップ
（ブロック９０８）を含むことがある。一例では、物品の特性は、物品の欠陥、物品の不
備、物品の同質性レベル、物品の溶着部の強度レベル、物品の溶着部の弱さレベル、物品
の溶着特性（たとえば、物品の材料が溶着可能であるかどうか）などであり得る。別例で
は、物品の特性は、透過性材料から吸収性材料へ変化する材料、透過性材料から透過性材
料へ変化する材料、透過性材料から追加で塗布またはドープされた吸収剤を含む透過性材
料へ変化する材料、単一の透過性の物品、単一の吸収性の物品、物品に塗布された光吸収
性化合物、材料中に化合物がドープされた材料、物品の接合の種類（たとえば超音波溶着
、糊付け、溶剤接着、ホットプレート溶着、赤外線溶着）などを含む場合がある。
【００５６】
　物品の特性は、検出されたコントラスト比（または溶着性指数）によって表されること
がある。たとえば、検出されたコントラスト比が閾値または閾比を下回る場合、そのコン
トラスト比は物品に欠陥が含まれていないことを表し得る。別例では、検出されたコント
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る。あるいは、溶着性指数が閾値を下回る場合、その溶着性指数は、上述のように、物品
に欠陥が含まれることを表し得る。別例では、溶着性指数が閾値を上回る場合、その溶着
性指数は、容認できない欠陥は物品に全く含まれていないことを表し得る。
【００５７】
　一例では、物品９１０は、第１のコントラスト比を有する第１の部分９１２と、第２の
コントラスト比を有する第２の部分９１４と、第３のコントラスト比を有する第３の部分
９１６と、第４のコントラスト比を有する第４の部分９１８とを含む。第１の部分９１２
の第１のコントラスト比および第３の部分９１６の第３のコントラスト比が閾値を下回る
場合があり、そのことは、物品の第１の部分９１２および第３の部分９１６に欠陥が含ま
れないことを表す。第２の部分９１４の第２のコントラスト比および第４の部分９１８の
第４のコントラスト比が閾値を超過する場合があり、そのことは、物品の第２の部分９１
４および第４の部分９１８に欠陥が含まれることを表す。
【００５８】
　別例では、物品９２０は、第１のコントラスト比を有する第１の部分９２２と、第２の
コントラスト比を有する第２の部分９２４とを含む。第１の部分９２２の第１のコントラ
スト比が閾値を下回る場合があり、そのことは、第１の部分９２２が、閾レベルより高い
強度レベルの溶着部を含み得ることを表す。第２の部分９２４の第２のコントラスト比が
閾値を超過する場合があり、そのことは、第２の部分９２４が、閾レベルより高い弱さレ
ベルの溶着部を含み得ることを表す。本方法は、たとえば物品が欠陥、不備、強い溶着部
、弱い溶着部などを有するかどうかなどの、物品の特性を表す通知をユーザに提供するス
テップ（ブロック９２６）を含むことがある。通知は、ディスプレイに表示されたメッセ
ージ、テキストメッセージ、物品の画像の一部分をハイライトすることなどを含む場合が
ある。
【００５９】
　上記開示は、独立した実用性を有する複数の別個の実施形態を包含している。これらの
各実施形態を特定の形態で開示したが、数々のバリエーションが可能であるため、上記で
開示し説明した具体的な実施形態は限定的な意味で捉えるべきでない。上述、ならびに、
当該実施形態に関連する分野の当業者にとって本質的である、様々な要素、特徴、機能、
および／または特質についての全ての新規および非自明な組み合わせおよび部分的組み合
わせが、当該実施形態の内容に含まれる。本開示または添付の請求項に「要素」、「第１
の要素」、または同等の用語が記載されている場合、２つまたはそれ以上の当該要素が必
要とされることも除外されることもなく、開示内容または請求項が１つまたは複数の当該
要素を含んでいると理解すべきである。
【００６０】
　出願人は、開示された複数の実施形態についての、新規および非自明だと思われる組み
合わせおよび部分的組み合わせに関する請求項を提出する権利を保有する。本出願または
関連出願における請求項の補正または新規の請求項の提示を通じて、特徴、機能、要素、
および／または特質の他の組み合わせおよび部分的組み合わせによって実現される実施形
態の権利保護を請求することができる。補正後または新規の請求項は、同じ実施形態に関
するものか異なる実施形態に関するものかにかかわらず、且つ、当初の請求項に対して請
求の範囲が異なるか、より広いか、より狭いか、または同等であるかにかかわらず、本明
細書に記載された実施形態の内容の範囲内であるとみなされるべきである。
【符号の説明】
【００６１】
　１００　欠陥識別システム、１０２　光源、１０４　バックプレート、１０６　物品、
１０８　光センサ、１１４　処理装置、７０２　光吸収性化合物。
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